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もう一つの広報：まち協ホームページ 

第五地区の情報をタイムリーに発信しています。 
以下の方法で見られますので、是非ご覧下さい！ 

① インターネットの検索サイト(Yahoo!など)で 

「掛川第五センター」と入力して検索 

② 掛川市のホームページから見る方法 

イ．掛川市ホームページを開く 

ロ．真ん中下段の｢注目ページ｣の下にある 

“「e-じゃん掛川」おすすめコミュニティ”をクリック 

ハ．下段｢地域生涯学習センターホームページ｣項の１０番目

にある 

“第五地域生涯学習センター【公式】（ｅ-じゃん掛川）

（外部リンク）”をクリック 

｢お気に入り｣に
登録してね！ 

平成３０年４月１５日（日）、掛川第五地区まちづくり協議会総会が第五地域学習センターで多数の方々の

参加を頂き開催されました。

まちづくり協議会設立から３年目を迎えますが、昨年度はセンター活動からまちづくり協議会への事業の全

面的な移行に向けて重点的に取り組みを進め、今回の総会で移行が承認されました。

今年度より部会を中心にした事業が展開され、協議会のスローガンである

｢人のつながりで支え合うまち、住んで楽しい第五地区｣に向けての活動が本格的にスタートします。

これからは各部会中心に活動が行われますが、より住みやすくコミュニケーションのとれた活発な第五地区

つくりを進めるため、地区の皆さんがそれぞれ力を発揮して活動に参加して頂けますようお願い致します。

第五 反射板キーホルダーをありがとう！
第五地区まちづくり協議会の「交通安全・防災防犯部会」は、第二小学校の４年生から６年生265名に反射板キーホル

ダーをプレゼントしました。下校時間が比較的遅い４～６年生の児童がすこしでも安全に下校できるようにと配布されたも

のです。贈呈式では児童代表が服部会長ら３人から反射板キーホルダーをつけてもらい、お礼を言っていました。児童たち

は秋から冬にかけて色々な行事の準備等で薄暗い時間帯での下校が多くなります。皆様も児童の下校時間には車のスピード

をゆるめる等、安全下校にご協力をお願いいたします！

体制も不十分の中、皆様

の助言を仰ぎながら「第五ま

ちづくり」９号の発行が出来ました。ご協力

に感謝申し上げます。残３回の発行も、６部

会や関係諸団体等の活動を可能な限り取材し

掲載して行く予定です。皆様からの情報やご

意見をお寄せ頂けるようお願い致します。

【 広報担当 】

川島達也（二瀬川）、堀井 潤（上屋敷）、谷口

義明（秋葉通り）、石川 朗（鳥居町）、廣岡靖

子（橘町）、斎藤勝巳（末広町）、仙波仁一（長

谷）、西村旭生（七日町）、中野勝夫（秋葉路）

大相撲春巡業掛川場所が４月９日（月）、東遠カルチャーパーク総合体育館さんりーなにて２４年ぶりに開催されました。

巡業の目的は、相撲道の普及・地域の活性化・青少年育成です。３，０００人の観客の中には多くの第五地区民が含まれて

いたと思われます。結びの鶴竜対白鵬戦が迫力もあり、一番盛り上がった取組でした。すぐ近くの子育てセンターとものも

りの園児２０人がちびっこわんばく相撲に参戦し土俵に上がりました。参戦しない園児達は２階席で観戦をし、それぞれ大

変良い経験・思い出となった事でしょう。観客からは歓声と笑顔があふれ、大いに盛り上がった巡業となりました。
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平成３０年４月６日、掛川市立第二小学校入学式が行われました。

入学式について、ＰＴＡ会長 山崎様より寄稿をいただいています。

平成30年度掛川市立第二小学校の入学式が4月6日(金)9時より執り行われました。

緊張しながらも一歩ずつ歩む新入生の入場の姿は、これから小学校生活を始めて行く正に一歩であ

ると感じました。そして、担任の先生からの“入学児童呼名”では、元気に「はい！」と返事がで

き、しっかり心構えができていると感じられ、とても頼もしく思えました。

2年生による“歓迎の言葉”では、2年生が1年間でできるようになったことを披露してくれました。

大勢の前で堂々と振る舞う姿に感心しました。

保護者の皆様、ご来賓の方々、新入生を誘導してくれた6年生、教職員の皆様などたくさんの方に見

守られた入学式は、新入生の門出を祝う素晴らしい式となりました。

これから有意義な小学校生活となるよう願っています。

平成３０年度掛川市立第二小学校ＰＴＡ会長 山崎 哲哉

掛川第五地区まちづくり協議会 組織図（H30年度）

３クラス７５名が入学

６月２日（土）晴天の元、掛川市立第二小学校の運動会が開催されました。

今年のスローガンは「勝利へ導く みんなの絆」でした。

赤組・白組・青組の３ブロックに分かれ、徒競走やダンス、応援合戦などが行われました。

どの色も６年生を中心に競技の準備をしたり、応援したりして大いに盛り上がりました。

結果は応援優勝は赤組、総合の部優勝は白組でした。多くの保護者や地域の方の声援を受けて

掛二っ子たちのさわやかな笑顔や頑張る姿がたくさん見られた運動会でした。

平成２９年度 センター役員退任あいさつ

第五地域生涯学習センター

事務長 伊藤 進

（上屋敷区）

この3月末まで6年間、学習センター事務長を務めさ

せていただき、学習センターの活動は、まちづくり協

議会へ発展的に統合されました。この間、第五地区区

長会／三役、福祉協議会、専門部、女性セミナー、掛

二小教職員、関係団体の皆様に支えられ、ご指導をい

ただきましたことに心から感謝申し上げます。皆様と

の活動を通して、自治区を超えた人間関係、絆ができ

てきていることと同時に、第五地区は「人材の宝庫」

であるということを実感しました。

まちづくり協議会が目指す「人のつながりで支え合う

まち、住んで楽しい第五地区」を実現するための活動

を推進していくためには、担い手を拡げていくことが

不可欠です。様々な得意分野を持った皆様の、時間が

許す範囲でのご協力をぜひともお願い申し上げます。

長い間、本当にありがとうございました！

第五地域生涯学習センター

センター長 榛村 惠夫

（秋葉路区）

この度平成２９年度３月末日をもって３期６年の任

期を終え退任致しました。地域生涯学習センターが地

域での活動の拠点としてその役割が果たせましたのも、

地域の皆様方のご協力とご支援を頂いたからです。こ

こに感謝申し上げます。ありがとうございました。第

五地域生涯学習センターの諸活動は平成３０年度より

第五地区まちづくり協議会に移行しました。これから

は生涯学習の理念のもと、これをさらに広めたり、高

めたり、深めたりしていきたいものです。地域の皆様

方が学び合う喜びを味わうことができるような活動に

なることを祈念致します。



(6) 平成30年6月 第五まちづくり　第9号 第五まちづくり　第9号 平成30年6月 (3)

平成３０年度 まち協役員あいさつ

地区福祉協議会 役員あいさつ

第五地区まちづくり協議会

会長 服部 克己

（末広町区）

平成２９年度のまちづくり協議会

は生涯学習センターと並行して活

動してきましたが平成３０年度より

学習センターの理念を踏まえ、まちづくり協議会に一

体化され活動することになりました。すでに、まちづ

くり協議会に於いて６部会が着実に活動しております。

しかしながら、社会構造の変化にともなう課題も多々

あります。（高齢者の福祉・学童保育・自主防災会・

他にも）９地区それぞれに共通性の有るものと無いも

のがあります。今後、まちづくり協議会で協議してい

かねばなりません。また課題は多岐に渡ってあります

が問題点として担い手不足があります。これらについ

てもアイデアを出し合って推進していかなければなり

ません。皆が問題意識を持つことが大事であり、この

先の活動は非常に大変と思いますが、役員一同やる気

を持って進めて参ります。

以上を踏まえ、今後に向けて各地区の方々で問題点

が有れば、まちづくり協議会の事務局へお伝え下さい。

また６部会の部会員の皆様で、ご意見のある方は積極

的に問題提起を各々の部会長を通じて出して頂きたい

たいです。

最後になりましたが、地区の皆様、第五地区のイベ

ントには短時間でも構いませんので是非ともご参加い

ただき、地区民同士の親睦を図って頂きたいと思いま

す。そして今後とも、地域の皆様のご指導ご鞭捷のほ

どよろしくお願い申し上げます。

第五地区まちづくり協議会

企画委員長 大石 格

（秋葉通り区）

皆さまこんにちは 。

まちづくり協議会の活動は平成

30年度から3年目に入りました。

まちづくり協議会の６部会と広報は30年度の事業を計

画し、すでに活動に入っています。今後各種の事業が

行われますのでご参加、ご協力をお願いします。

第五地区まちづくり協議会

事務局長 後藤 敬夫

（鳥居町区）

このたび事務局長２年目を務めさ

させて頂くことになりました。

前年度はセンター業務をまち協に

統合することに集中をし、おかげさまで皆様の御理解

を得られることが出来ました。今年度はすでに各部会

の活動が始まり、事務局としても煩雑さが増して来て

います。各部会の活動とまちづくり協議会全体の運営

がスムーズに出来るよう活動していきたいと思ってい

ます。ご協力よろしくお願い致します。

環境美化部

部会長 中村 一雄

（上屋敷区）

第五地区まちづくり協議会は今年で

３年目。第五地域づくりは、学習セ

ンターを中心に生涯学習活動を2８

年行い、学び合いを通して地域の連携を図ってきた

ものです。「協働のまちづくり」は、地域の課題解

決のために地域と行政が協働してまちづくりをしよ

うとするものです。しかし、地域住民は慣れ親しん

だ生涯学習活動が抜けきれず「協働のまちづり」っ

ていったい何だ？とあちこちで声が上がっています。

そんな中、第五まち協も３年目を迎え、役員一同地

域はどうすれば住みよい地域になるか？ 議論に議論

を重ね、事業計画を練りに練り、地域の課題解決の

ため、服部会長を中心に頑張っているところです。

まちづくり交付金は、市全体で１億２３００万円。

市長は「住民のために使ってくれ」と大判振舞いの

感じ。第五まち協も５００万円余の予算を組み、環

境美化部会は１７万余円の予算配分ですので、工夫

した効率の良い事業をと考えております。

どうぞ地区民の皆様方、ご意見をお寄せ下さい。

部会長 あいさつ

第五地区福祉協議会

会長 杉山 武夫

（七日町区）

平成２９年度の総会も皆々様のご協力ご

理解により何事もなく終了し、４月より

平成３０年度がスタートしました。

地域における課題を中心に、そこで暮らす住民と共に取

組みを進めてまいります。

高齢者福祉ではいきいきサロンの推進・充実を図り、そ

れを通じ第五地区全体の活動が高齢者にも浸透できれば

と思っています。また子育て・老いに寄り添い「 お互い

にわかち合い 」が出来るような地域福祉の構築に取り組

んでいきます。

第五地区まちづくり協議会と手を取り合って、住んで良

かったと思えるような第五地区になるよう活動を進めて

いきますのでよろしくお願い致します。

部会 事業名 目　　的 内　　容

事
務
局
　

（

広
報
）

広報活動の
充実

地区の行事やまちづくりに関わる
情報を住民へ知らせ、まちづくり
に対する意識を高める

・広報誌｢第五まちづくり｣を年4回発行
・ホームページによる地域情報の随時発信

登下校時の
見守り活動

子どもたち(主に小学生)の登下校
時の安全確保を図る

・通学路での立哨､のぼり旗の設置

防犯マップ
の作成

災害時等の危険個所を把握し　
住民の安全な暮らしを実現する

・危険個所の情報収集､現地調査
・地図作成ワークショップ開催

交通安全街
頭ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ

安全な登下校及び地域住民の
交通安全の意識向上を図る

・通学路での交通安全立哨と交通安全のPR
　及び通学児童へ声掛け年4回実施

自転車安全
運転勉強会

安全な自転車の乗り方の習得と
安全意識の向上を図る

・交通安全協会員による自転車乗り方指導　　　
　　（ ７月26日 ）

人材バンク
事業

地域で活躍できる人材を発掘し　
地域の活性化を図る

・住民を対象に呼掛けを継続して行い、
　協力者を登録し部会に紹介する

文化祭の
充実

文化祭を通じた住民同士の交流
とまちづくりの意識を高める

・まちづくり部会のブースを設けPRを行う
・新しい催しを考え来場者の増大を図る

文化施設
めぐり

近隣の文化施設を巡り、地域の
学習と住民の交流を促進

・近隣の文化施設の見学

歴史学習 郷土の良さを学び郷土愛を深める
・第五地区内及び､市内の史跡を中心に
　年2～3回実施したい
・健康ｳｫｰｷﾝｸﾞとして健康福祉部会と共催

親子手作り
教室

親子などと各種手作りを通して
世代間交流と活性化を図る

・水鉄砲作りなど

お正月飾り
作り

地域の伝統事業を体験･継承し
世代間交流と育成を図る

・しめ縄作りを地域の講師の下に行う

世代間交流
世代間交流を兼ねた健康増進
および親睦を深める

・教育文化部会と共催ウォーキング実施
・保健委員と共催事業を検討

輪投げ大会
健康増進､地域交流、
高齢者福祉

・地区対抗の輪投げ大会の開催　　　　　　　　
　　（ ９月９日 ）

　スカッド　
ボール大会

健康増進､地域交流、
高齢者福祉

・地区対抗のスカッドボール大会の開催　　　　
　　（ １１月１１日 ）

花いっぱい　
運動

地域を花いっぱいに美しくすると
共に住民の環境美化意識と環境マ
ナー向上を図る

・季節ごとに住民が協働して花の植替えと
　その後の水やり等の管理を行う

地域点検
地域の点検活動を行い.環境美
化の問題点を洗い出し注意喚起
する

・不法投棄防止看板の点検
・堤防の点検を行い草刈り等の実態調査実施
・空き家の調査を行い課題を考える
・河川の水質調査を継続実施し注意喚起する
・耕作放棄地の調査継続と問題点を考える

ソフトボール
大会

健康増進､地域交流
・地区対抗のソフトボール大会の開催　　　　　
　　（ ７月1日 ）

ソフトバレー
ボール大会

健康増進､地域交流
・地区対抗のソフトバレーボール大会の開催　　
　　（ １０月２８日 ）

交
通
安
全
・
防
災
防
犯

環
境
美
化

体
育

健
康
福
祉

教
育
文
化

地
域
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健康福祉部会

部会長 杉山 武夫

（七日町区）

健康福祉部会として２年目の活動とな

ります。教育文化部会との共催ウォー

キングや保健委員行事への積極的な協

力を通して世代間交流を兼ねた健康増進及び親睦を深

めて参ります。また昨年まで福祉部で実施の輪投げ・

スカットボール大会も部会事業として継続して開催致

します。多くの皆様のご参加を得て、実りのある活動

にしたいと念じており、皆様のご協力をお願い申し上

げます。

まちづくり協議会 運営委員会メンバー

実行（ 副 ）リーダー 一覧

新任区長のご紹介

二瀬川区長

村松 富夫

第五まち協ＨＰには写真付

きの役員紹介が掲載されて

います。

ぜひご覧下さい。

長谷区長

山浦 治

部会長 あいさつ

教育文化部会

部会長 榛村 恵夫

（秋葉路区）

地域の皆様方の絆つくり、生きが

づくり、青少年健全育成を目指し

て活動します。歴史学習については、

昨年も行った史跡めぐりを実施します。第１回は６

月２３日（土）９：００～１２：００。

詳細は組内回覧による案内文を見て下さい。第２回

は１０月２０日（土）を予定しています。

第五地域生涯学習センターのコミュニティ部より移

行しました親子工作教室は、８月19日に昨年と同じ

水鉄砲づくりを計画し、いま準備を進めています。

青少年健全育成部から移行しました、お正月飾り

（しめ縄飾り）は１２月９日を予定。皆様方の積極

的な参加を希望します。これらの活動を進めていき

ますのでよろしくお願い致します。

体育部会

部会長 山本 猛

（長谷区）

平成２年から始まった第五地域生涯

学習センター体育部の活動は当初、

男子はソフトボール、女子はバレー

ボールを地区対抗戦で行う事でスタートしました。

２８年間続いた生涯学習センターも、平成２９年度

をもって終わることになり、平成３０年度からは

「第五地区まちづくり協議会」の中の体育部会とし

て新たにスタートすることになりました。学習セン

ター専門部( 体育部 )の活動として２６年間続いた

ソフトボール大会、２８年間続いたソフトバレー

ボール大会を引き続いて、体育部会の活動として

行って参ります。スポーツを通じて健康と地域の交

流を図り、少しでも地区まちづくりに貢献出来れば

と思っています。第五地区の皆さんのご協力を宜し

くお願い致します。

交通安全・防災防犯部会

部会長 新堀 光男

（長谷区）

昨年度「 子供達の登下校時の見

守り活動 」を主題にアンケートを

実施し現状把握を行いました。

登校時の見守り活動として現在個人・団体で１７箇

所３３人が活動。子供会・ＰＴＡ・子供や孫が在学

中から継続している方・学校付近での先生方です。

しかし、殆どの箇所で担い手不足の状況です。昨年、

地域振興部会の「人材バンク登録」と言う素晴らし

い事業が有り、大変多くの方が説明会にご参加いた

だき、私達の部会では５人が登録してくれました。

まだ始まったばかりの第五地区まちづくり協議会

「交通安全・防災防犯部会」ですが、新潟県では下

校時における大変痛ましい事件が発生しております。

第五地区の未来を担う子供達を交通事故や犯罪に巻

き込まれないよう、登校時の活動の輪を下校時にも

広げて参りましょう。

地域振興部会

部会長 後藤 信夫

（七日町区）

今年度も､地域振興部会長を担当致します。微力

ですが、部会実行委員皆様方のお知恵とお力をお

かりして、センター文化部より引き継いだ施設巡

り・昨年度から取組んでいる人材バンク事業・文

化祭（昨年度センター文化部と共同企画運営）の

企画運営に努めて参りますので、地域の皆様方お

誘い併せてのご参加・ご協力頂きますよう宜しく

お願い申し上げます。尚、文化祭実施時期につき

ましては皆様方よりご意見を頂いておりましたが

まち協役員会で再三検討しました結果、例年どお

り２月実施とさせて頂く事となりました。今年度

の実施日は、平成３１年２月１０日（日）となり

ます。

第五地区まちづくりスローガン「人とのつなが

りで支え合うまち、住んで楽しい第五地区」をめ

ざし、部会員一丸となって、地域交流活動の企画

運営を諮って参りますので、皆様方のご支援ご協

力のほど、よろしくお願い申し上げます。

広報担当 交通安全・防災防犯 地域振興 教育文化 健康福祉 環境美化 体育

川島　達也 田中淳之 橋本秀樹 細野すみ子 木又諭志 新貝義春 後藤安希

（ 二瀬川 ） （ 秋葉路 ） （ 長谷 ） （ 末広町 ） （ 鳥居町 ） （ 上屋敷 ） （ 鳥居町 ）

西村旭生 荒井孝諭 金岡一樹 服部有紀子 鈴木康訓 西藤芳夫 杉原信利

（ 七日町 ） （ 長谷 ） （ 秋葉通り ） （ 橘町 ） （ 二瀬川 ） （ 秋葉路 ） （ 上屋敷 ）

仙波仁一 長野龍次 吉田郁生 松下秀雄 井上玄悟 松浦弘承 岡山良太

（ 長谷 ） （ 橘町 ） （ 上屋敷 ） （ 秋葉通り ） （ 秋葉路 ） （ 七日町 ） （ 二瀬川 ）

実行リーダー

実行副リーダ　
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実行副リーダ　
（ 会計担当 ）

団体名 役職 地区 氏名 役職 地区 氏名

市議会議員 顧問 上屋敷 鈴木　正治 会長 七日町 杉山　武夫

会長 末広町 服部　克己 企画委員長 二瀬川 掛川　澄夫

副会長 秋葉通り 大石　　格 校長 長谷 安田　　彰

企画委員長 秋葉通り 大石　　格 館長 つくし会館 戸塚　俊之

事務局長 鳥居町 後藤　敬夫 第五地区代表 二瀬川 木村　正雄

副事務局長 上屋敷 伊藤　　進 第五分会長 二瀬川 小嶋　雅弘

会計 上屋敷 後藤　博幸 第五地区代表 長谷 熊井　　恵

事務局員 秋葉路 高安　郁子 第五地区代表 長谷 村松　由美子

広報担当 上屋敷 三浦　繁雄 分団長 橘町 本間　隆介

交通安全防災･ 部会長 長谷 新堀　光男 掛二小会長 鳥居町 山崎　哲哉

地域振興部会 部会長 七日町 後藤　信夫 西中副会長 長谷 橋本　幸子

教育文化部会 部会長 秋葉路 榛村　惠夫 代表 上屋敷 鈴木　敏男

健康福祉部会 部会長 七日町 杉山　武夫

環境美化部会 部会長 上屋敷 中村　一雄

体育部会 部会長 長谷 山本　　猛

副部会長 秋葉通り 後藤　冨位

副部会長 上屋敷 井口　章代

副部会長 橘町 武田八重子

副部会長 二瀬川 村松　壽雄

副部会長 秋葉路 高安　郁子

副部会長 鳥居町 山崎　辰德

区長 末広町 服部　克己

区長 七日町 大角　順一

区長 鳥居町 後藤　誠一

区長 秋葉路 堀　　宜喜

区長 橘町 伊藤　公一

区長 上屋敷 後藤　勝博

区長 秋葉通り 松下　光雄

区長 二瀬川 村松　富夫

区長 長谷 山浦　  治
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